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無意識に野生鳥獣への「餌付け」をしていませんか？
　野生鳥獣は、里山周辺の高栄養なエサを食べることにより急激に頭数を増やし、より一層のエサを求めて作物
への被害を拡大します。つまり、エサがあるから頭数が増え、被害を拡げていく悪循環を繰り返しているのです。

　自然界では、冬期のエサ不足によって生息数（頭数）のバランスが保たれて
います。この季節に地域から高栄養な人口のエサを無くし自然のバランスを
回復することで、地域内の野生鳥獣を正常な数に減らすことができます。
　収穫する予定の無い果樹類や果実・野菜クズ、お墓のお供えものや生ゴミ
など、野生鳥獣のエサになるものを可能な限り無くして（隠して）悪循環を断
ち切りましょう。
　収穫する果実類は防鳥網で囲い、残渣類は、土に埋めるかブルーシートな
どで覆って野生鳥獣に食べられないようにしましょう。また、２番稲（ひこ
ばえ）の生えた水田も早めに耕耘しましょう。

問い合わせ 産業経済課　  893－1115 ／ 吾北総合支所産業課　  867－2313 ／ 本川総合支所産業建設課　  869－2115
防鳥網による食害防止対策の様子
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■ 野生鳥獣の密度を減らすのは今（１月～２月の厳冬期）がチャンスです！

地域の農作物に野生鳥獣による被害が増えています
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